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2.量 水 器
打合年月日担当者名担当署部課打合事項打 合 先

10

設　　計

図
面
名
称

機材名 検査・試験項目

電線およびケーブルの規格は、共通仕様書第４編２.４.１ 表４.２.１２による。

表１ 配管材料区分

空調配管 冷温水管

冷却水管

膨 張 管

油　　管

冷 媒 管

ドレン管

給排水配管

給 湯 管

階　数 備　考
延べ面積

(㎡)

章 項　　　目 特　　記　　事　　項

共通仕様書第１編１.４.４および１.４.５によるほか下表による。

ただし、同等のものとする場合は監督職員の承諾を受ける。また、「評価名簿等による」と

特記されたものについては、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「建築材料・設備機材等

建設技術研究所で評価されたものとする。

品質性能評価事業設備機材等評価名簿」および福井県工業技術センター、福井県雪対策・　

　ただし、次のものについては省略できる。

下記について適用する（１種）

(1) 排出ガス対策型建設機械の使用

(2) 発生材の処理

(3) 再生資源の利用

(4) 提出書類

下記のとおりとする。

提出時期

着工時

施工中

完成時

種　　別 撮影枚数 提出部数 備　　考

電子画像 上記枚数

必要枚数

必要枚数

必要枚数

必要枚数 １部(A4)

１部(A4)

１部(A4)

１　部

１　部

 ネガも提出のこと

 MO,CD-R等の記録媒体

 ネガは請負業者管理(５年間)

(1) 提出する図書の種類・部数

注１　原図および縮小原図は施設毎に図面ホルダー、クリアホルダーに収納する。

(Ａ１) (Ａ３) フィルム

マイクロ縮小原図原　図

－

１ 部

１ 部

１ 部

－

－

－

１ 部

１ 部

－

１ 部

－ ３ 部

(注 2)

－

－ 変更時

完成時

完成時

提出時期製　本
種　類 

　区　分

原設計図・

・

計 算 書

変更設計図

完 成 図

保全資料

保守用工具

・

・

・

・ － － 完成時１ 式

機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。ただし、電動機の出力、燃料消費量

および圧力損失は表示された数値以下とする。

耐震安全性の分類

・　特定の施設(甲類･乙類) ・　一般の施設（乙類）　

重要機器･水槽 一般機器･水槽 重要機器･水槽 一般機器･水槽

設置場所

天井以上

上層階の床

１階の床以下

<2.0>

<1.5>

<1.5>

<1.5>

<1.0>

<1.0> <1.0>

<1.0>

<1.5>

<0.6>

<0.6>

<1.0>
2.0 (2.0)

1.5 (1.5)

1.0 (1.0) 0.6 (1.0)

1.0 (1.5)

1.5 (2.0) 1.5 (2.0)

1.0 (1.5)

0.6 (1.0) 0.6 (0.6)

0.6 (1.0)

1.0 (1.5)上層階の

１階天井～

(2) 設計用鉛直地震力

(1) 建物導入部の変位吸収方法は下記による。

(2) 溶接部の非破壊検査

(3) 異種管の接合は、共通仕様書第２編２.５.１６による。なお、接合方法は下記による。

(4) 吊りおよび支持

(1) 給水、ガスおよび消火配管の

(3) 配管は原則として土間コンクリートより、吊りボルトにて吊り下げること。吊り間隔は

共通仕様書第２編によるほか下記による。

(1) 設備関係湿以外の露出配管部分は全て塗装を行う。

(2) 図面に特記がない場合、機器および盤類は、製造者の標準仕様とする。

(1) 土中埋設の鋼管

(2) 鋼管､ステンレス管、鉛管および銅管等のコンクリート埋設および貫通部分

(3) 屋内部分で湿気､水気ある部分の鋼板製函または鋼板製プレート

承諾を受ける。

工事区分表によるほか、機器の設置位置等取合いの検討できる施工図を提出して監督職員の

室　　　　　　内

一般系統
外　　気

温度(DB) 湿度(RH)

夏　季

冬　季

湿度(RH)温度(DB) 湿度(RH)温度(DB) 湿度(RH)温度(DB)

伸縮継手、掃除口およびばいじん量測定口の位置は図示による。

（ただし、長辺の長さが1,500㎜以下の部分）

取付箇所は図示による。

(1) 内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

(3) ガラリに直接取り付けるチャンバー類は雨水の滞留のないように施工する。

(2) 空気調和機、温風暖房機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバーおよび風道

(1) ＪＩＳまたはＪＶ〔 ・５ｋ　　・１０ｋ（図示）〕

(2) 鋼管用伸縮継手の種類は図示による。

11.温度計・圧力計等

12.保温および

図示によるほか、運転管理上必要な箇所に設ける。

表２　保温仕様によるほか、下記による。

図示のとおりとする。13.制御機器

取付箇所は図示による。

空気調和設備の当該事項による。

浴室(シャワー室,脱衣室を含む)系統

空気調和設備の当該事項による。

空気調和設備の当該事項による。

表２ 保温仕様によるほか、下記のダクト保温を行う。

図示の箇所に取り付ける。

(1) 都市ガス管の気密試験圧および保持時間は各ガス事業者の規定による。

(2) 液化石油ガス管の気密試験圧は、低圧側8.4kPa以上10.0kPa以下、高圧側1.56Mpa以上と

・合併処理方式　　（別紙合併処理浄化槽特記仕様書参照）

温 水 管

排 気 筒

(膨張管を含む)
給 湯 管

給水管、排水管

表２　保温仕様

冷 水 管

冷温水管
(膨張管を含む)

冷 媒 管

一般矩形ダクト

スパイラルダクト

消音内貼

屋内露出(一般居室,廊下)

機械室，書庫，倉庫

天井内，ＰＳ内，空隙壁中

廊下，暗渠内，ピット内

屋外露出,開放部,多湿箇所

屋内露出(一般居室,廊下)

機械室，書庫，倉庫

天井内，ＰＳ内，空隙壁中

廊下，暗渠内，ピット内

屋外露出,開放部,多湿箇所

屋内露出(一般居室,廊下)

機械室，書庫，倉庫

天井内，ＰＳ内，空隙壁中

廊下，暗渠内，ピット内

屋外露出,開放部,多湿箇所

屋内露出(一般居室,廊下)

機械室，書庫，倉庫

天井内，ＰＳ内，空隙壁中

廊下，暗渠内，ピット内

屋外露出,開放部,多湿箇所

断熱材被覆銅管

屋内露出(一般居室,廊下等)

屋内露出(機械室，倉庫)

天井内，ＤＳ内

屋外露出,開放部,多湿箇所

屋内露出(一般居室,廊下等)

屋内露出(機械室，倉庫)

天井内，ＤＳ内

屋外露出,開放部,多湿箇所

サプライチャンバ

消音チャンバ・消音エルボ

ｂ(　　 ・ロ ・ハ)Ⅴ

ｃ(　　 ・ロ ・ハ)Ⅴ

ｄ(　　 　　 ・ハ)Ⅴ

ｈ( ・イ　　 　　)Ⅶ

Ａ(　　 ・ロ 　　)Ⅰ

Ｂ(　　 ・ロ 　　)Ⅰ

Ｃ(　　 ・ロ 　　)Ⅰ

Ｄ(　　 ・ロ 　　)Ⅰ

Ｅ(　　 ・ロ 　　)Ⅰ

Ａ(　　 ・ロ ・ハ)Ⅰ

Ｂ(　　 ・ロ ・ハ)Ⅰ

Ｃ(　　 ・ロ ・ハ)Ⅰ

Ｄ(　　 ・ロ ・ハ)Ⅰ

Ｅ(　　 ・ロ ・ハ)Ⅰ

Ｊ(・イ ・ロ 　　)Ⅶ

Ｉ(・イ ・ロ 　　)Ⅸ

Ｉ(・イ ・ロ 　　)Ⅸ

Ｋ(・イ ・ロ 　　)Ⅸ

Ｏ(・イ ・ロ 　　)Ⅶ

Ｎ(・イ ・ロ 　　)Ⅸ

Ｎ(・イ ・ロ 　　)Ⅸ

Ｐ(・イ ・ロ 　　)Ⅸ

Ｍ(・イ ・ロ 　　)Ⅵ

Ｌ(　　 ・ロ 　　)Ⅵ

・綿布

・綿布

保　温　外　装保　温　種　別区　　分 施　工　場　所

消防法施行令

機　械　工　事　特　記　仕　様　書

機械工事特記仕様書

（ 一　般 ）

審　　　　査

図面番号年 度 別

第一分類 第二分類 第三分類

工

事

名

分
類
番
号

〃

委託設計事務所名 代表者氏名(印) 担当者（電気） 担当者（機械）

消 防 署 関 係

建 築 主 事

公 害 関 係

電 力 関 係

電 話 関 係

設計書記載のとおり

〃

〃

〃

10.技術士の適用

11.電気保安技術者

12.環境への配慮

16.県産品の活用

17.そ の 他

13.工事写真

14.完成時の

　 提出図書等

15.施工図等の取扱い

10.保温工事

11.塗装工事

12.防錆工事

13.残土処分

14.鋼材工事

15.撤去・はつり工事

17.他工事との

16.電 線 類

℃ ％

℃ ％ ℃ ％

℃ ％

℃ ％

℃ ％

℃ ％

℃ ％

棟 名 称

適　　用　　区　　分

Ｄ：

Ｃ：

Ｂ：

屋　外ＤＣＢＡ工 事 種 目

棟別および屋外

　 　　が行った試験成績書を提出できるもの。

工事資材には極力県産品を活用するように努める。なお、｢県産品使用実績報告書作成要領｣

する。

(福井県土木部営繕課制定)に基づき、工事完成時に県産品仕様実績報告書を監督職員に提出

(2) 配管下端（管底－100㎜）および配管上端（管頂＋100㎜）には砂地業（山砂または再生

(1) 給水、ガスおよび消火配管は、土間コンクリート直下の地業部分に配管し、周囲を砂で

設備機器の固定は、｢建築設備耐震設計・施工指針 １９９７年版｣ (建設省住宅局建築指導課

軽微な機器であって、あらかじめ監督職員の了解を得た場合には計算書の提出を省略できる。

監修)による。なお、耐震強度計算書を監督職員に提出して承諾を受けるものとする。ただし、

特殊消火管

(2) 工事実績情報の登録（工事請負代金額が2,500万円以上の工事）

12.

1.空気調和工事

2.冷暖房工事

3.換気工事

4.自動制御工事

5.衛生器具工事

6.給水工事

7.排水工事

8.給湯工事

10.ガス工事

11.し尿浄化槽工事

9.消火工事

現場説明書による。

現場説明書による。

本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの、または同等のものとする。

４．別契約の関連工事

(２)本工事に含まれる電気工事および建築工事に関することは、同上電気および建築工事の共通仕様書ならび

Ⅱ．工 事 仕 様

１．共 通 仕 様

監督職員の指示による。

建設業法によるほか、下記により工事現場における適正な施工体制の確保を図る。

(イ) 建設現場での試験が困難なもので、あらかじめ監督職員の承諾を受けて、製造者

(ウ) 公的機関での試験成績書または合格書を提出できるもの。

(エ) 評価名簿等によるもの。

監理技術者および主任技術者（下請負を含む）の顔写真、氏名、生年月日、所属

会社名を記載し、施工体制台帳または施工計画書に添付する。

該当なき場合はその旨を記入し提出する。

(1)提出書類

(ア)工体制台帳および施工体系図の写し(下請契約の請負代金総額が3,000万円以上の工事)

(イ)工事担当技術者台帳の写し（工事請負代金額が2,500万円以上の工事）

(ウ) 工事元請・下請関係者届出書（全ての工事）

(ア) ＪＩＳ，ＨＡＳＳ等の規格品。

(イ) 再生資源利用促進（計画・実施）書

工事受注時、変更時および完成時に工事実績情報として「工事カルテ」を作成し、あら

かじめ監督職員の確認を受けたうえで期限内に登録を行う。また、登録されることを

証明する資料を監督職員に提出する。

(3) 名札の着用

所属会社名、社印および発行年月日が記載された名札を着用する。

監理技術者および主任技術者（下請負を含む）は、工事現場内において顔写真､氏名､

２．特 記 仕 様

(２)特記事項中選択するものは、 ・ 印 および ※ 印を付けたものを適用する。

(１)章および項目は、 　 印のついたものを適用する。

福井県営繕工事監督事務処理要領（福井県土木部営繕課制定）による。

官公署等への諸手続および費用は請負業者の負担とする。

「排出ガス対策型建設機械指定要領」(建設省)の指定機械を使用するよう努力する。

報告する。

※再生クラッシャラン　　※再生アスファルト合材

(ア) 再生資源利用（計画・実施）書

建設大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方(改訂第２版)建築設備編」によるほか、

カラー・サービス版

カラー・サービス版

カラー・サービス版

カラー・サービス版

３　ＣＡＤにより完成図を作成した場合には、データをＭＯ,ＣＤ-Ｒ等に記録し､提出

(2) 完成図および保全資料の作成は共通仕様書１.７.１による他、監督職員の指示による。

協力を行う。

施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に委譲するものとする。

(3) マイクロフィルムの作成は、「建築図面マイクロフィルム作成要領等」(福井県土木部

(1) 設計書のコピー

(2) 公共事業労務費調査

　共通仕様書第２編２.６.３によるほか、配管の曲がり部およびバルブ類取付箇所には

埋設深度（管の上端より）

(2) 排水管も上記に準じ、配管上部の地業は砂に置き換える。

埋め戻す。

注１　（　）内の数値は防振支持の機器の場合､＜　＞内の数値は水槽類に適用する。

（水道料金、ガス料金も同様とする。ただし、増設工事にあっては増加分）

屋内配管に準ずる。

(ア) 共同溝の保温は、〔共通仕様書第２編の施工箇所　　　　　〕を適用する。

防食プライマ塗布のうえ、ペトロラタム系防食テープを１／２重ね１回巻およびプラ

プラスチックテープ巻（１／２重ね１回巻）を行う。

スチックテープ１／２重ね１回巻を行う。

(ア) 一般部　　※SS400(JISによる)

・ステンレス製（SUS304）

屋外部のボルト､ナット材質は上記に準ずる。

対象工事となった場合（工期経過後も同様）には、調査票の記入等について必要な

２　重要機器は次のものを示す。

設計用水平地震力、設計用鉛直地震力は下記による。

(1) 設計用水平地震力

設計用水平地震力は機器の重量に、次に示す設計用水平震度を乗じたものとする。

設計用鉛直地震力は設計用水平地震力の1/2とし､水平地震力と同時に働くものとする｡

50㎝以内に支持金物を設ける。

(イ) 還りダクトの保温（保温厚さ２５㎜、範囲は図示による。）

(ウ) 外気ダクトの保温（保温厚さ２５㎜、範囲は図示による。）

(エ) 膨張タンクよりボイラ等への補給水管の保温は、膨張管の項による。

（ただし、長辺の長さが1,500㎜以下の部分）

(ア) 全熱交換ユニット用のダクト（保温の厚さ25㎜、範囲は図示による）

範囲は図示による。

下記の部分は保温を行う。

(ア) 消火配管の充水部で、屋内露出部分およびそれに準ずる部分

(イ) 消火配管の充水部で、屋外露出部分およびそれに準ずる部分

(ウ) 二酸化炭素消火設備配管の電気的重要機器の上部配管部分

・アルミガラスクロス粘着テープ

・アルミガラスクロス粘着テープ

・着色アルミガラスクロス

・アスファルトプライマ ・着色アルミガラスクロス

・カラー着色鉄板　・アルミ板　・ステンレス鋼板

・アルミガラスクロス＋金網

・アルミガラスクロス ・アルミガラスクロス粘着テープ

・アスファルトプライマ ・着色アルミガラスクロス

・カラー着色鉄板　・アルミ板　・ステンレス鋼板

・アルミガラスクロス

・アルミガラスクロス

・アスファルトプライマ ・着色アルミガラスクロス

・カラー着色鉄板　・アルミ板　・ステンレス鋼板

・アルミガラスクロス粘着テープ

・アルミガラスクロス粘着テープ

・カラー着色鉄板　・アルミ板　・ステンレス鋼板

・カラー着色鉄板　・アルミ板　・ステンレス鋼板

・アルミガラスクロス粘着テープ

・アルミガラスクロス粘着テープ

・カラー着色鉄板　・アルミ板　・ステンレス鋼板

・カラー着色鉄板　・アルミ板　・ステンレス鋼板

・銅亀甲金網 ・アルミパンチングメタル

・アルミガラスクロス粘着テープ

・アルミガラスクロス粘着テープ

・アルミガラスクロス

通 気 管

消 火 管（一　般)

ガ ス 管（一　般)

モルタル補修とする。

(2) 既存コンクリート床等の配管貫通部穴明けは、ダイヤモンドカッターを使用し、復旧は

・可

・可

Ⅰ．工 事 概 要

５
衛
生
器
具

※ステンレス鋼管の接合方法：呼び径60以下[　　　　　　　　　　　],呼び径75以上[　　　　　　　　　　　]

(2) 燃　料

・メーカー標準仕様 ・評価名簿による。

ＪＩＳまたはＪＶ〔 ・１０ｋ(図示）〕・５ｋ

〕

発熱量： ＭＪ/ｍ3）・都市ガス（供給者名：

・集中式） ・別途工事・本工事（ ・局所式

・要 ・不要

・不要・要

 する。

・ユニット形〔 ・ＲＣ〕　　・現場施工形・ＦＲＰ

処理水量　　〔

・鋼管(ＳＧＰ白) ・ＳＵＳ管 ・架橋ポリエチレン管

・ポリ粉体鋼管 ・鋼管(ＳＧＰ白)

・・鋼管(ＳＧＰ白)

・鋼管(ＳＧＰ黒)

・断熱材被覆銅管

・鋼管(ＳＧＰ白)

・

・ポリエチレン管

・ポリエチレン管

・ポリブデン管

・硬質塩化ビニルリサイクル三層管

・ポリブデン管

・鋼管(STPG370白Sch50)　

・鋼管(ＳＧＰ白)

・ポリ粉体鋼管 ・鋼管(ＳＧＰ白)

（屋　外)

（屋　外)

（埋　設)

（埋　設)

・現場説明書による・監督職員が指示する構内の場所に敷きならし

(1) 配管、ダクトの支持金物・鋼製架台・機器付属金物

・溶融亜鉛めっき処理

(イ) 屋外部 ・２種５０〕

・　　　　　　　〕とする。

・SS400(JISによる）〔溶融亜鉛めっき処理　・２種３５

・２種３５

(2) 屋外部分の鋼板製函または鋼板製プレート

・２種５０〕 ・ステンレス製（SUS304）

・溶融亜鉛めっき処理　・２種３５　・２種５０〕・ステンレス製（SUS304）

(1) 工作物撤去後の補修は、〔 ・モルタル補修

(1) 空気調和

(2) 冷暖房

(3) 暖　房

・中央 ・各階ユニット] ・ファンコイル･ダクト併用方式

(4) 冷　房

(1) 機　器

・蓄熱方式〔

(2) 燃　料 ・Ａ重油 ・都市ガス

・評価名簿による・メーカー標準仕様

(1) 材　料

(2) 工　法

・亜鉛鉄板

(ア) 低圧ダクト

・ステンレス鋼鈑 ・塩ビコーティング亜鉛鉄板

・コーナーボルト工法〔 ・共板　〕・スライド

・アングルフランジ工法（適用範囲は図示による。）

・スパイラルダクト・アングルフランジ工法

(イ) 高圧１ダクト

(1) 防煙ダンバー　　　　復帰方式〔

(2) ピストンダンバー　　復帰方式〔

・遠隔

・遠隔

・　　　　〕定格入力はDC24V、0.7Ａ以下

・　　　　〕

・25㎜〕にガラスクロス(ア) 消音風道は、グラスウール保温板貼(2号40K) 厚さ〔・50㎜

・行う。〕・行わない。とし、範囲は図示による。また、外部保温は〔

(1) 材　料

(2) 工　法

・亜鉛鉄板

(ア) 低圧ダクト

・塩ビコーティング亜鉛鉄板・ステンレス鋼鈑

・コーナーボルト工法〔 ・共板　〕・スライド

・スパイラルダクト・アングルフランジ工法

・アングルフランジ工法（適用範囲は図示による。）(イ) 高圧１ダクト

(イ) 〔・厨房 ・湯沸室〕用の隠ぺい部ダクトの保温は、ロックウール（厚さ50㎜）とし

・メーカー標準仕様 ・評価名簿による。

・設けない・設ける（防火区画部）

・節水コマ（衛生器具の付属水栓も含む） ・普通コマ 

・高置水槽方式

親メーター[

ＪＩＳまたはＪＶ　水道直結部分[ ・　　]・ 5k・　　]　　その他の部分[

・黄銅製ニッケルクロムめっき製

・標準図による。

・図示による。

・図示による。

・標準図による。

下記の費用を　〔 ・含まない〕・含む

(3) 本電源受電後、引き渡しまでの電気料金 ・含む ・含まない

・メーカー標準 ・共通仕様書による。

・風量調整 ・水量調整

・騒音の測定・室内気流およびじんあいの測定

・給水装置

・熱源機器

・火を使用する設備 ・避難経路上に設置する機器

・排水装置

・防災設備

・換気機器 ・空調機器

・危険物貯蔵装置・監視制御装置

・スリークッション ・フレキシブルジョイント ・ボールジョイント

・不要 ・要〔　　　　　　　　　　〕

・地中埋設標

材）を施した後、根切り土の中の良質土を埋め戻す。

(3) 埋設表示（排水管を除く） ※埋設標識シート（GL－150㎜）

・図示による。

・含まない・不可〕

・含まない・不可〕

・上水道加入金　（　　　　　）円・上水道工事負担金（　　　　　）円

・下水道工事負担金（　　　　　）円 ・ガス工事負担金（　　　　　）円

・別途とする。・本工事（調整項目は下記のものとする。）／

・適用する ・適用しない

・配管（建築配管作業)

・厨房設備施工・冷凍空気調和機器施工

・２級〕・１級

土砂を50ｍ3以上、砕石、アスファルト混合物を使用する工事。

建設発生木材、建設汚泥、建設混合廃棄物を搬出する工事。

その他リサクル認定品等のリサイクル製品を積極的に使用すること。

1.概成工期

2.施工条件

3.事務処理

4.官公署への手続き

5.機材の品質･性能

6.機材の検査･試験

7.技術検査

8.施工体制の確保

9.主任技術者等

1.工事負担金等

2.工事用電力

・水・その他

3.容量等の表示

4.機器の制御盤

5.総合調整

6.耐震措置

1.設計温湿度条件

7.風量測定口

8.チャンバー

9.ダンパー

10.弁　類

消音内貼り

1.ダクト

2.風量測定口

3.ダンパー

4.排気ダクトのシール

7.保　温

6.消音風道内貼り

1.器具仕様

2.大便器耐火カバー

3.給 水 栓

1.給水方式

3.量水器桝

4.弁　　類

1.放 流 先

2.通気口材料

3.満水試験継手

4.桝　　類

1.給湯方式

2.熱　源

3.機器仕様

4.弁　類

1.消火設備の種類

2.保　温

1.ガス種別

2.メーター

3.ガス漏れ警報器

4.漏洩検知装置

5.電気防食

6.気密試験

1.形　式

2.処理方式

3.処理能力

4.放流水質

・ＳＵＳ管

浄
化
槽
工
事

に標準図を適用する。

３．工事種目（ ○ 印を付けたものを適用する。）

１．工 事 場 所

２．建 物 概 要

系で消音内貼りしたチャンバーには点検口を設け、大きさは図示による。

・発注者への引渡し　　[

・特別管理産業廃棄物　[

・現場での再利用　　　[

]

]

]

]※再　資　源　化　　　[※コンクリート塊　※アスファルト塊　※建設発生木材

[※建設発生土

・技術士〔 〕

(１)建築関係工事（

）(５)その他工事　（

(３)空調関係工事（

）　(２)電気関係工事　（

）　(４)給排水関係工事（

）

）

する｡（ファイル形式は任意。ただし、ＤＸＦ形式で出力したものを添付する。）

営繕課制定)による。

(ア) 車両通路以外の一般敷地 300㎜ 以上

600㎜ 以上(イ) 車両通路

(ウ) 重量物車道 1,000㎜ 以上

取り合い

・ＳＵＳ管

・

・　　　　〕

（電子画像としてもよい）

発生土を50ｍ3以上あるいはコンクリート塊、アスファルトコンクリート塊、

・貸与品 ・　　　　]　　子メーター[ ・　　　　]

・熱絶縁施工（保温保冷工事) ・建築板金（ダクト板金作業)

前記以外の発生材は構外搬出とし、廃棄物の処理および清掃に関する法律、その他

関係法令によるほか、建設副産物適正処理要綱に従って適切に処理し、監督職員に

・購入品

(1) 機　器 〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

２

共
通
事
項

１

一
般
事
項

３

空
気
調
和
・
冷
暖
房
・
自
動
制
御
工
事

４

換
気
工
事

６

給
水
工
事

７

排
水
工
事

Ａ：

・含む〔構内既設施設からの分岐(1) 工事用電力の費用

(2) 工事用水の費用 ・含む〔構内既設施設からの分岐

・貸与品・水道事業者指定品[

・10k

方式）・小型合併処理方式（

・ 既設管分岐・ 加圧ポンプ給水方式・ 水道直結方式

９

ガ
ス
工
事

８

消
火
工
事

７

給
湯
工
事

ＢＯＤ　　　〔

・ 灯油 ・ Ａ重油 ・ LPG ・ 都市ガス ・ 電気〔・ 深夜電力 〕

親メーター〔 ・貸与品　・　　　　〕　子メーター〔

ａ(　　 

・ 液化石油ガス

ｅ(

・ 公共桝 ・ し尿浄化槽　 ・ 既設桝

・ ＶＰ

・ 被覆銅管　

・ 鋼管(ＳＧＰ白)

・ ポリ粉体鋼管

・ ポリ粉体鋼管

・ 架橋ポリエチレン管

・ 排水用リサイクル硬質塩化ビニル管

・ 排水用タールエポキシ塗装鋼管

・ 硬質塩化ビニルリサイクル三層管

・ 鋼管(ＳＧＰ白) ・ ＶＰ

・ 硬質塩化ビニルリサイクル三層管

・ 鋼管 ・ 被覆銅管

・ 架橋ポリエチレン管

・ 保温付被覆銅管 ・ ＳＵＳ管

・ 鋼管(ＳＧＰ白)

・ ＶＵ(75Ａ以上)

・ ＶＬＰ巻(ＶＤ)

・ ＶＬＰ巻(ＶＤ)

・ 屋内消火栓設備

・ ガス消火設備〔

・ 屋外消火栓設備 ・ 粉末消火設備

・ スプリンクラー設備

・ 簡易自動消火設備

・ 標準図（施工３）による。

7. 配管工事

8. 屋外埋設配管

9. 屋内埋設配管

(イ) 多湿箇所は下記の場所とする。

・ 購入品

構造・寸法 a. 深さ　1,200㎜以下

b. 深さ　1,200㎜以上

・ 耐食アルミニウム製

・ 連結送水管設備

給 水 管（屋　内)

排 水 管（屋　内) ・ 鋳鉄管 ・ 耐火二層管

・ ＶＵ

・ ＨＩＶＰ

・ ＨＩＶＰ

・ アルミガラスクロス

・ アルミガラスクロス

・ 綿布

・ アスファルトプライマ

・カラー着色鉄板　・アルミ板 ・ ステンレス鋼板

・ アルミガラスクロス

・ アルミガラスクロス

・ 綿布

・ ポリエチレン外面被覆鋼管　

－

２　完成図青焼製本　Ａ２版〔 　 〕部、Ａ３版　　 部を提出する。

・縮小図（Ａ３）の白焼きを〔

2. 方　式

3. 熱　源 ・ 空気熱源ヒートポンプユニット

・ 小型吸収冷温水機

・ 灯油 ・ 電気〔・深夜電力 〕

4. 機器仕様

5. 煙　道

6. ダクト

・ パッケージ方式

・ 温風暖房方式（　　　　）

・ダクト方式[

・ ファンコイル方式

・ ファンコイル方式（温水）

・ 輻射暖房方式〔・ 壁パネル式 ・ 床式 〕

・ パッケージ方式

・ ボイラー

・ 冷温水 ・ 氷 〕

・LPG

5.チャンバー

・購入品　] ・ 標準図ＭＣ型　　

・ 中央式 ・ 局所式

１ 部

１ 部

１ 部

１ 部

・ハ)Ⅴ

ａ(　　 ・ロ 　　)Ⅰ

ｂ(　　 ・ロ 　　)Ⅰ

ｃ(　　 ・ロ 　　)Ⅰ

ｄ(　　 ・ロ 　　)Ⅰ

ｅ(　　 ・ロ 　　)Ⅰ

・管工事施工管理技士〔

公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）および標準図、公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事

編）（以下「標準仕様書」という）による。

・ ＶＰ

・ロ ・ハ)Ⅴ

〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

・設計図（Ａ２）の青焼きを〔 ３〕部作成する。内〔 ３〕部を製本し提出する。

３〕部を製本し、提出する。

構　造

・ 耐熱塩ビライニング鋼管(土間下)

別 表 第 一

処理対象人員〔 　  〕人

　　 〕㎎/ﾘｯﾄﾙ以下　　ＢＯＤ除去率〔

　　　 〕ｍ3/日

　　 〕％以上

・ 耐火二層管
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(１) 現場説明書、特記仕様書、設計図面に記載がない事項は、国土交通省大臣官房営繕部監修の平成２８年版
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空調用チラーユニット更新工事

一級建築士 国土交通大臣登録 第338447号　神崎 洋孝
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・室内外空気の温湿度の測定

海洋生物資源学部棟Ｐ２レベル実験室
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京福コンサルタント株式会社
福井県小浜市多田１１号２番地１ TEL：(0770)56-2345

一級建築士事務所　福井県知事登録 第い-871号

平成 年 工 事 名 称

図 面 名 称

縮　尺 図面番号

空調用チラーユニット更新工事

改修前 改修後

CR

CC

CR

CR

C

C

40

40

40

40

Ｐ３系統

Ｐ２系統

冷却塔

他系統チリングユニット

他系統チリングユニット

S

冷水タンク
Ｐ２系統

冷水タンク
Ｐ３系統

40

4
0

（配管付属品、保温、ラインポンプ共）

図中、太線部分

F F

P Th

Th P

CR

C

F F

▽
RFL

エア抜

エア抜
GV20

GV20CR

C

▽ △

40 40

GV20

△

20

▽

25
排水 補給水

40

40

GV40
Flex.J40 GV40

Flex.J40
GV40

Flex.J40

Flex.J40

Flex.J40 GV40

GV40

冷水ポンプ

冷水タンク

Y形ストレーナ

空冷チリングユニット撤去

F F

P Th

Th P

CR

C

F F

▽
RFL

エア抜

エア抜
GV20

GV20CR

C

▽ △

40 40

GV20

△

20

▽

25
排水 補給水

40

40

GV40
Flex.J40 GV40

Flex.J40
GV40

Flex.J40

GV40

冷水ポンプ

冷水タンク

Y形ストレーナ

Flex.J40

Flex.J40 GV40

P

2

配管(チリングユニット～冷水タンク）撤去

（機器、保温共）

ユニット

三菱電機空冷チリング MCA-P250C 冷却能力：25.0KW　冷水量：4.30m3/h

消費電力：3φ200V 10.7KW

ラインポンプ

電源電圧 3φ3W 220V 60Hz

口径32A×71㍑/分×9m×0.25kW川本ポンプ PE2-326-0.25T

重塩害仕様

CA

1

P

2

１

１

註記 本表内、メーカー名、型番等は、参考とする。

記号 機器名称 メーカー 型番 仕様、能力、附属品等 数量

空 調 設 備 機 器 表

改修前・後　屋上機械配置、系統図
1/ 50

3 / 3

特記事項

屋外露出配管：ポリスチレン保温筒の上ステンレス鋼板巻

既存架台再使用（支持材を新設しアンカー位置合わせを行う）

1

CA

冷水出口温度：7℃（出入口温度差5℃）

外気温度　DB　35℃

配管支持材再使用（一部高さ変更による加工必要）

配管支持材再使用（一部高さ変更による加工必要）

既存架台再使用（支持材を新設しアンカー位置合わせを行う）

特記事項

屋外露出配管：ポリスチレン保温筒の上ステンレス鋼板巻

海洋生物資源学部棟Ｐ２レベル実験室

改修前　屋上機械配置図（Ｐ２レベル実験室系統）　S=1/ 50

空冷チリングユニット撤去（Ｐ２系統）

GV40

Flex.J40

Flex.J40

空冷チリングユニット

Ｐ２系統

空冷チリングユニット

Ｐ３系統

（機器、保温共）
配管(チリングユニット～冷水タンク）撤去

C
R

40

4
0

P

2

改修前　屋上機械系統図（Ｐ２レベル実験室系統）

（Ｐ２系統）

配管(チリングユニット～冷水タンク）撤去

（機器、保温共）

SUS製防雪ネット、亜鉛めっき架台（既存架台に設置用）

Ｐ２系統の空冷チリングユニットおよび冷水タンクまでの配管やり替え

改修後　屋上機械配置図（Ｐ２レベル実験室系統）　S=1/ 50

CR

CC

CR

CR

C

C

40

40

40

40

Ｐ３系統

Ｐ２系統

冷却塔

他系統チリングユニット

他系統チリングユニット

S

冷水タンク
Ｐ２系統

冷水タンク
Ｐ３系統

40

4
0

空冷チリングユニット

Ｐ２系統

空冷チリングユニット

Ｐ３系統

（機器、保温共）

C
R

40

4
0

P

2

（配管付属品、保温、ラインポンプ共）

図中、太線部分
Ｐ２系統の空冷チリングユニットおよび冷水タンクまでの配管やり替え

配管(チリングユニット～冷水タンク）新設

GV40

Flex.J40

Flex.J40

1

CA

GV40

GV20

SUS製防雪ネット

改修後　屋上機械系統図（Ｐ２レベル実験室系統）

（Ｐ２レベル実験室系統）一級建築士　国土交通大臣登録　第338447号   神﨑　洋孝

30 7 月


